
今回は番外編として、顧問が担当します。食事に関しての取り組みを紹介いたします。 

マネージャーに食事のポイントや栄養素のはたらきについて資料を作成してもらいそれを配布しました。日本

バスケット協会アンダーカテゴリーの代表合宿の食育の講習を引用させていただきました。 

 

本校に赴任してから宿泊を伴う遠征に２０数回出ています。その食事時間で感じた印象は次の２点です。 

➀「食べる量が少ない」 

消費エネルギー以上の摂取カロリーが見込めないため身体が大きくならない。 

日常で食べていないので、遠征先の夕食で苦労している選手が多い。 

朝食を食べられない生徒も多いです。 

②「好き嫌いが多い（＝好きなものは食べる）」 

野菜や魚は食べない。しかし、食後にカップ麺やスナック菓子、デザートなどの好きなものは食べる。 

 

 

 

練習を頑張っても身体が大きくならない、疲労がぬけない といったことに繋がっているのではないかと考

えます。高校生は自分で食事を選択する機会が増えますし高校生アスリートとして自分の身体に関心を持って

もらいたいと考えています。また、高校卒業後には一人暮らしをする生徒が多いです。ぜひ、マネージャー作

成の資料を読むことで、意識改革をして欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬は「なりたい自分になる」「もうひとつ上の自分になる」をテーマに個人スキルの習得と体力づくりに焦点を当

てて練習をしてきました。考査休みや入試等の練習オフ日が明けると、いよいよ春季大会まで約 1ヶ月となります。 

練習での成果を試合で表現できるように、試合中も挑戦を続け成長できるようにチーム一丸となって頑張ります。 

応援よろしくお願いします。 

 

 

  

 



 

マネージャー作成資料！① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



マネージャー作成資料！② 


